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理科学習における類推的思考の 役割に関する研究
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1．　 はじめに

現在の 学習指導要領が求める 「学力」 とは，「学習の

成果」 と して の 知識や技能 の習熟だけで なく，学習 の

過程に お け る学習に 対す る努力や意欲 まで も含んで い

る と考える こ とがで き る。そ して，学習へ の 関心 ・意

欲 ・態度や将来の 生活に関す る課題 に適応す る能力を

重視す る の は国際的な流れで もあ る 。

例 えば 経済協力開発機構（OECD ）の 学習到達度調査

（PISA）は理科に関わる学力観を 「科学的 リテラシー
」 と

措定して い る。PISA の 示す 「科学的リテ ラ シ
ー

」 は自

然事象 に対す る名称 ・用語理解の ような狭義の 概念を

示すもの で はなく，眼下の 状況に応じて 科学概念を命

題，あ る い は イ メ
ー

ジ とい うよ うに縦横無尽に 表現す

る能 力 の こ と で あ り，知識 ・技能 を含 め た 実際 に子 ど

もの 自然事象の理解に 適用で きる包据的な概念へ の発

達の着目で ある と解釈で き る。

　 こ う した 学力観を踏 まえ る と き，子 ど も に と っ て 必

要とされる 理科学習は自ら自然事象 に 関わる論理を構

築 し，科学概念を実感的に理解す るプロ セス へ の 関与

と考 え る こ とがで きる。こ の 意味で類推的思 考は，一

般的にモ デル，あ る い は アナ ロ ジ
ー

とい わ れ る よ うに，
こ うした 能動的な学習へ の 子 ど も の 関わ りを可能にす

る もの と考え られ る。

2． 研究の 目的

子ども固有の 自然事象 に関わる 理解の 現われを，本研

究 にお い て は，「他 に論証す る能力」 の 現われの 典型を

見る ことがで きる と考え 「類推的思考 （アナ ロ ジー）」

と して 措定 した。そ こで ，本研 究で は，先ず予 ども の

自然事象に関わ る Heuristicsと して の 類推的思考の 実態

を分析した 。 さらに，子どもの こ うした学習の 「能動

性」 を 分析す る た め に，情意的側面 を加味 した 類推的

思考を考 え る こ とで ，後述す る い わ ゆる 「温か い 認知」

の 存在を念頭 に置 い た理科学習モ デル の 検討を行 っ た。

なもの と して 考 え られ て い た 認識現象に対 して 「認

知」
・「情緒 （感情）」

・「動機付け1 が不可分であるとす

る 「温かな見方 （Warm 　Look）1 とい う見解を打ち出 し

た。そ して ，こ の 新 し い 見解 を受けて ，海保 らは 「見

方 （Look）」 を
一
歩進めた 「認知 （Ceghtion）」 とい う

言葉を用 い
， 認知と学習 へ の 意欲等の 情意的部分 との

融合の 可 能性とそ の 状況に つ い て 説明 した。
Sorrentino，R．M ．ら ｝よ　「認知1 ・「情緒 （感情）」・「動機

付け」 の そ れぞれ は 三様の （異な る方法論の ）世界を

持つ と仮定して い る。例えば 「認知1 とい う語句は現

象の 世界に 関わ る知識の 獲得および表現過程の こ と と

して 使われ，「情緒 （感情）」 とは現象の 個人にとっ て

の価値的重要性を表 し，「動機付け」 とは実際の 行動生

起 に 関 係す る。例 え ば，動機付けは 人が置 か れて い る

環境を変化させようと試み る ときの 目標と関連付 けら

れ る と して い る。この よ うに，「認知」
・「情緒 （感情〉」・

「動機付 け」 を それ ぞれ 措定す るの で あ れ ば，図 1 に

示すように，それぞれ は不可分な存在とい え る。こ の

「見方 （Look）」 が学習に寄与するとこ ろが大きい と

Sorrentino，R ．M ．らは主張 して い る。
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図 1 認知 ・情緒・動機 付 けの 様 子とその 関連

3．　 検証授業の実践概要

　中学理 科第 1分 野 の 光 ・音の 単元 の 学習に おい て、
学習前 の 子どもの 事象 へ の 理解を基に学習を立ち上げ、
彼 らの 学びを評価す る方法 と して 概念地 図 法を用 い て、

検証 した。授業は東京都内の 中学校の 4 ク ラ ス 168 名

に対して行っ た。

〈（ee査》　 　平成 15年 丁月

《授業実践＞＞平成 15年 3月〜
平成 16年 6月

4． 温か い認知（wam 　co 即 而on ）

　Sonrentino
，
R．M ，らは，「情意 」と 「認 知」とい う従来別 々

5．　 考察

　Sorrentino
，
R．M ，らや海保らが示 す 「温 かい 認知」 は，

子ど もの 主 要な 学習 の 場の 1つ で ある授業内で現 わ れ

る と考え る こ とが で きる こ とが実践か ら明 らか に な っ

た。目的達成的な 動機付けだけ で は な く，感性 （感情）

に よる 動機付けか ら学習活動が 活発 に な る こ と，そ し

て 学習が展開される教室の ような場 にお い て は，子ど

もの 示す感性 の 状況により学習 の 方向性が左右 され，
知識や情意とい っ たもの が 混然 とな っ て 現 れ て い る こ

とが 多い 。つ ま り，情意と認知方略が 融合した 「温 か

い認知」 と い う認知形態が 現実の 学習 に は 存在 して い

る と考える こ と が で き る 。
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